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席の間隔を空けて開催された総代会

　
５
月
22
日
、
当
組
合
に
於
い
て
第
７

回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
た
め
今

回
の
総
代
会
は
書
面
決
議
を
中
心
と
し

て
行
い
ま
し
た
。

　
八
頭
町
の
横
山
和
男
総
代
が
議
長
に

選
任
さ
れ
、
令
和
元
年
度
の
実
績
報
告
、

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
13
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
制
度
の
機
能
と
役
割
を
発

揮
す
る
た
め
、
農
業
の
経
営
安
定
と
地

域
農
業
へ
の
支
援
を
行
い
、
積
極
的
に

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

横山議長

第
７
回 

通
常
総
代
会

全
案
件
議
決
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

総
代
１
５
５
名

書
面
決
議
１
４
０
名

実
出
席
15
名

第
１
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
事
業
規
程
一
部
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
﹇
令
和
元
年
度
事
業
報
告

書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及

び
剰
余
金
処
分
（
不
足
金
処
理
）
案
﹈

第
４
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概
算
書
設
定

の
件

第
５
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法
決
定
の
件

第
６
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
７
号
議
案
　
実
施
体
制
の
改
善
計
画
策
定
の
件

第
８
号
議
案
　
令
和
２
年
度
役
員
、損
害
評
価
会
支
所
部
会
委
員
、

共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報
酬
額
決
定
の
件

第
９
号
議
案
　
令
和
２
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定
の
件

第
10
号
議
案
　
令
和
２
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
役
員
選
任
の
件

第
12
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
選

任
承
認
の
件

第
13
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件

主
な
議
案
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副組合長理事

山 脇　優
（倉吉市）

理　事

石 　 操
（日吉津村）

理　事

佐々木 敬敏
（倉吉市）

理　事

鹿 島　功
（大山町）

理　事

上田 寿一
（鳥取市）

理　事

千熊 徹夫
（湯梨浜町）

理　事

上 谷　修
（日野町）

組合長理事

榎本 武利
（岩美町）

理　事

生 橋　巧
（北栄町）

監　事

高橋 仲博
（八頭町）

理　事

丸 山　武
（八頭町）

理　事

眞山 秀樹
（琴浦町）

監　事

川本 正一郎
（琴浦町）

理　事

砂場 由哲
（鳥取市）

理　事

田中 英省
（米子市）

監　事

黒見 憲治
（大山町）

理　事

池 原　宏
（鳥取市）

理　事

神庭 靖也
（伯耆町）

代表監事

漆原 清志
（鳥取市）

新たな
執行体制が
スタート

新役員紹介

いし　　　  みさお

うえ   た      とし かず えの もと    たけ とし

まる    やま       たけし

すな   ば     よし のりいけ    はら      ひろし

か    しま      いさおうえ   たに      おさむたか はし   なか ひろ かわもと しょういちろう くろ  み     けん  じ うるしばら   きよ  し

やま   わき      まさる

さ   さ  き    たかとしち  くま   てつ  おいく   はし      たくみ ま やま   ひで  きた  なか   ひで  み

かん  ば     せい  や

　初
夏
の
風
が
水
田
を
わ
た
り
稲

見
守
る
こ
の
頃
で
す
が
組
合
員
の

皆
様
に
は
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
事

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日

頃
よ
り
農
業
共
済
事
業
に
何
か
と

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　さ
て
私
こ
と
榎
本
武
利
は
こ
の

た
び
任
期
満
了
に
よ
り
勇
退
さ
れ

ま
し
た
坂
本
昭
文
前
組
合
長
理
事

の
後
任
と
し
て
組
合
長
理
事
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
大
任
を

お
受
け
い
た
し
ま
し
た
上
は
職
務

に
専
心
精
励
し
て
本
組
合
の
発
展

に
尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　近
年
多
発
す
る
想
定
外
の
自
然

災
害
か
ら
農
畜
産
物
を
補
償
す
る

各
共
済
制
度
。
さ
ら
に
は
、
日
本
経

済
並
び
に
生
産
者
の
皆
様
に
大
打

撃
を
与
え
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

に
よ
る
減
収
を
補
填
す
る
収
入
保

険
制
度
。
こ
れ
ら
の
農
業
保
険
制

度
の
普
及
・
定
着
に
努
め
、
農
業
経

営
の
安
定
と
生
産
力
の
向
上
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
前
任
者
同
様
、
格
別
の
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
、
ま
ず
は
略
儀
な
が
ら

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　鳥
取
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事
　榎
本
　武
利

新
組
合
長
挨
拶
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事
業
功
績
者
の
部

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥
取
市
河
原
町

鳥
取
市
気
高
町

鳥
取
市
気
高
町

岩

美

町

智

頭

町

八

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

倉

吉

市

田

　中

　力

　雄

井

　関

　顕

　人

加

　島

　誠

　一

宮

　橋

　吉

　美

西

　尾

　
　
　勉

田

　中

　寛

　一

平

　尾

　
　
　久

神

　谷

　孝

　寿

本

　坂

　
　
　明

竹

　内

　憲

　春

宮

　川

　俊

　一

山

　下

　
　
　聡

小

　椋

　勝

　美

建
物
共
済
の
部（
共
済
部
長
）

令
和
元
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
共
済
部
長

表
彰

理
由建

物
共
済
の
部（
集
落
）

令
和
元
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
集
落

表
彰

理
由

表

彰
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営
や
事

業
推
進
に
特
に
貢
献
し
た
基
礎

組
織
役
員
等

表
彰

理
由

湯
梨
浜
町

湯
梨
浜
町

北

栄

町

琴

浦

町

琴

浦

町

米

子

市

米

子

市

南

部

町

南

部

町

大

山

町

大

山

町

大

山

町

日

南

町

日

南

町

江

府

町

舩

　﨑

　裕

　之

吉

　川

　重

　敏

岩

　垣

　尊

　恵

盛

　山

　英

　機

船

　越

　長

　利

大

　森

　健

　司

小

　林

　常

　次

宮

　倉

　一

　夫

大

　前

　幸

　吉

小

　村

　邦

　夫

高

　虫

　緑

　郎

高

　見

　
　
　守

高

　橋

　秀

　紀

秦

　
　
　克

　士

細

　田

　清

　則

八

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

米

子

市

大

山

町

奥

　田

　典

　男

柿

　本

　安

　利

尾

　崎

　幸

　也

井

　田

　諭

　志

橋

　田

　瑞

　夫

鳥
取
市
河
原
町

岩

美

町

倉

吉

市

江

府

町

小

　畑

　集

　落

延
興
寺 

集

　落

福
守
町

　集

　落

宮

　市

　集

　落
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各種共済のおしらせサポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

令和元年度事業実績・令和２年度事業計画令和元年度事業実績・令和２年度事業計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

27,105
371,822,497
178,405,987

頭
円
円

27,550
372,961,000

― 

頭
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

5,023
2,012,905,000

1,879,649

棟
円
円

5,054
2,026,398,000

― 

棟
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

56,759
650,483,200,000

276,167,923

棟
円
円

54,567
628,771,270,000

― 

棟
円建物共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

5,668
8,506,270,000

22,144,404

台
円
円

5,668
8,332,280,000

― 

台
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

42,970
98,883,188
9,988,619

a
円
円

39,082
89,226,000

― 

a
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

9,871
6,770,151

159,681

a
円
円

9,638
6,560,000

― 

a
円

畑作物共済

大
豆

そ
ば

病
傷（
新
）

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

88,742
12,194,271,140

257,218,416

頭
円
円

88,754
11,862,231,000

― 

頭
円家畜共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

99
22,304,910

230,724,947

頭
円
円

― 
― 
― 

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

1,004,058
5,779,240,963

28,365,765

a
円
円

973,601
5,506,952,000

― 

a
円

令和元年度実績 令和２年度計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

9,492
26,799,406
1,591,630

a
円
円

9,494
21,914,000

― 

a
円

農作物共済

水
稲

麦

農機具共済

園芸施設共済

死
廃（
新
）

旧
制
度

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

1,063
49,980,000

112,200

a
円
円

994
39,050,000

― 

a
円

ぶ
ど
う

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,120
73,170,000
3,189,100

a
円
円

4,078
42,480,000

― 

a
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

14,509
768,010,000

6,868,790

a
円
円

13,691
538,620,000

― 

か
き

な
し

a
円

※新制度は、平成31年1月
からの実績です。

果樹共済
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各種共済のおしらせサポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

■
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成
事
業
　

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
２
年
11
月
末

　
被
害
防
止
資
材
等
を
購
入
又
は
設
置
等

を
行
い
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
発
生
を
未
然

に
防
止
し
て
い
る
農
作
物
共
済
加
入
組
合

員
等
及
び
加
入
組
合
員
等
で
構
成
す
る
団

体
等
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

　
　…

資
材
金
額
等
の
10
％

　
　  （
１
０
０
，０
０
０
円
限
度
／
１
件
）

　
②
捕
獲
檻
設
置
維
持
管
理
助
成

　
　…

１
基
当
た
り
２
，０
０
０
円

　損
害
の
未
然
防
止
と
安
定
生
産
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度

額
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

③
捕
獲
檻
購
入
助
成
（
中
古
を
除
く
令

和
元
年
11
月
１
日
〜
令
和
２
年
10
月

31
日
購
入
分
）

　
　…

購
入
費
の
１
／
３

　
　
　（
３
５
，０
０
０
円
限
度
／
１
基
）

■
担
い
手
病
虫
害
防
除
助
成
事
業
　

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
２
年
10
月
末

　
作
付
規
模
の
大
き
な
担
い
手
等
に
適
切

な
病
虫
害
防
除
を
促
し
、
損
害
の
発
生
を

未
然
に
防
止
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
農
作
物
共
済
ま
た
は
収
入
保
険
の
水
稲
・

麦
加
入
面
積
合
計
が
４
ha
以
上
の
加
入
者
。

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
80
円

■
煙
霧
消
毒
器
購
入
費
用
助
成
事
業
　

　
煙
霧
消
毒
器
を
購
入
し
た
組
合
員
に
費

用
の
一
部
を
助
成
。

　
　 （
１
０
０
，０
０
０
円
限
度
／
１
台
）

■
鳥
獣
害
対
策
費
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
３
年
１
月
末

　
鳥
獣
害
対
策
を
実
施
（
対
象
期
間
：
令

和
２
年
１
月
１
日
〜
令
和
２
年
12
月
31
日
）

し
た
果
樹
共
済
加
入
組
合
員
等
及
び
出
荷

団
体
等
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
維
持
管
理
助
成

　
　  

　（
２
０
，０
０
０
円
限
度
／
１
基
）

　
②
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

　
　
　…

資
材
代
の
10
％

　
　
　 （
１
０
０
，０
０
０
円
限
度
／
１
件
）

　
③
駆
除
実
施
経
費
助
成

　
　
　…

駆
除
経
費
の
20
％
を
限
度

■
事
故
拡
大
防
止
事
業

　
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
に
対
し
、
補
修

テ
ー
プ
等
を
配
布
す
る
。

　…

掛
金
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す
。

■
事
故
低
減
対
策
費
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
３
年
１
月
末

　
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
に
対
し
、
雪
害
等

防
止
対
策
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
。

　…

施
設
内
部
の
補
強
に
係
る
総
経
費
の

　
１
／
２
（
２
０
，０
０
０
円
限
度
／
１
棟
）

令
和
２
年
度

損
害
防
止
事
業

農
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

　
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

農
作
物
共
済
【
水
稲
】

① 

水
稲
共
済
掛
金
の
口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。

　
営
農
計
画
時
点
の
作
付
け
予
定
に
よ
り
掛
金

を
計
算
し
て
お
り
ま
す
。

　
面
積
変
更
等
に
係
る
掛
金
の
過
不
足
に
つ
い

て
は
、
転
作
確
認
終
了
後
、
精
算
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

② 

転
作
確
認
終
了
後
、掛
金
を
再
計
算
し
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
９
日
㈭

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は 

７
月
31
日 

で
す
。

７
月
31
日
ま
で
に
掛
金
が
納
入
さ
れ
な
い
場

合
は
共
済
関
係
が
解
除
さ
れ
、
被
害
が
あ
っ

て
も
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
収
入
保
険
の
加
入
者
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
保
険
料
等
の
支
払
い
が
困
難
な
方

は
申
し
出
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
保
険
料
の
支
払

期
限
の
延
長
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
収
入

保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険

保
険
料
の
延
長
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ぶ
ど
う
・
な
し
の

被
害
申
告
を
受
付
け
ま
す

　
ぶ
ど
う
・
な
し
の
被
害
・
減
収
が
見
込
ま
れ

る
方
は
、
損
害
通
知
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
等
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
か
き
に
つ
い
て
は
、
８
月
下
旬

頃
に
損
害
通
知
書
の
発
送
を
行
う
予
定
で
す
。

　
被
害
の
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
収

穫
前
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
は
樹

園
地
に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所

事
業
二
課
（
果
樹
係
）
ま
で
。

果
樹
共
済【
ぶ
ど
う
・
な
し
】

　
令
和
２
年
度
に
新
た
に
被
覆
物
を
購
入
し
張
り
替
え
を

行
っ
た
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
で
、高
額
農
家
負
担
掛
金

を
納
入
し
て
い
る
加
入
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
。

令
和
２
年
度
事
業
奨
励

■ 

狩
猟
免
許
取
得
更
新
助
成
費
交
付
奨
励

■ 

園
芸
施
設
共
済
　
規
模
拡
大
奨
励

申
請
期
限
　
12
月
末
日

申
請
期
限
　
令
和
３
年
３
月
末

　
組
合
員
で
狩
猟
免
許
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
・
二

種
銃
猟
免
許
）
の
受
験
、
更
新
手
数
料
の
自
己
負
担
費

用
を
１
／
２
を
助
成
す
る
。
但
し
行
政
等
の
助
成
に
よ

り
自
己
負
担
が
発
生
し
な
い
場
合
は
除
く
。

　
交
付
申
請
者
多
数
の
場
合
は
、
助
成
金
額
を
減
額
し

て
交
付
す
る
。

　
申
請
書
等
、
詳
し
く
は
各
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

【
交
付
額
】

掛
金
（
賦
課
金
を
除
く
）

５
，
０
０
０
円
〜
８
０
，
０
０
０
円
未
満…

被
覆
物
の

購
入
費
用
の
15
％

８
０
，
０
０
０
円
以
上…

被
覆
物
の
購
入
費
用
の
20
％

１
．
交
付
額
の
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

２
．
１
棟
ご
と
に
１
㎡
あ
た
り
２
７
０
円
が
交
付
上
限

３
．
交
付
額
が
掛
金
を
超
え
る
場
合
は
農
家
負
担
掛
金

ま
で
が
交
付
上
限

４
．
共
済
金
、
加
入
維
持
対
策
費
の
支
払
い
を
受
け
て

被
覆
物
を
張
り
替
え
た
棟
は
対
象
外

５
．
対
象
は
令
和
２
年
度
に
購
入
し
、
張
り
替
え
を
行
っ

た
被
覆
物
の
み
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各種共済のおしらせサポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

　
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

農
作
物
共
済
【
水
稲
】

① 

水
稲
共
済
掛
金
の
口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。

　
営
農
計
画
時
点
の
作
付
け
予
定
に
よ
り
掛
金

を
計
算
し
て
お
り
ま
す
。

　
面
積
変
更
等
に
係
る
掛
金
の
過
不
足
に
つ
い

て
は
、
転
作
確
認
終
了
後
、
精
算
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

② 

転
作
確
認
終
了
後
、掛
金
を
再
計
算
し
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
９
日
㈭

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は 

７
月
31
日 

で
す
。

７
月
31
日
ま
で
に
掛
金
が
納
入
さ
れ
な
い
場

合
は
共
済
関
係
が
解
除
さ
れ
、
被
害
が
あ
っ

て
も
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
収
入
保
険
の
加
入
者
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
保
険
料
等
の
支
払
い
が
困
難
な
方

は
申
し
出
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
保
険
料
の
支
払

期
限
の
延
長
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
収
入

保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険

保
険
料
の
延
長
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ぶ
ど
う
・
な
し
の

被
害
申
告
を
受
付
け
ま
す

　
ぶ
ど
う
・
な
し
の
被
害
・
減
収
が
見
込
ま
れ

る
方
は
、
損
害
通
知
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
等
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
か
き
に
つ
い
て
は
、
８
月
下
旬

頃
に
損
害
通
知
書
の
発
送
を
行
う
予
定
で
す
。

　
被
害
の
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
収

穫
前
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
は
樹

園
地
に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所

事
業
二
課
（
果
樹
係
）
ま
で
。

果
樹
共
済【
ぶ
ど
う
・
な
し
】

　
令
和
２
年
度
に
新
た
に
被
覆
物
を
購
入
し
張
り
替
え
を

行
っ
た
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
で
、高
額
農
家
負
担
掛
金

を
納
入
し
て
い
る
加
入
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
。

令
和
２
年
度
事
業
奨
励

■ 
狩
猟
免
許
取
得
更
新
助
成
費
交
付
奨
励

■ 

園
芸
施
設
共
済
　
規
模
拡
大
奨
励

申
請
期
限
　
12
月
末
日

申
請
期
限
　
令
和
３
年
３
月
末

　
組
合
員
で
狩
猟
免
許
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
・
二

種
銃
猟
免
許
）
の
受
験
、
更
新
手
数
料
の
自
己
負
担
費

用
を
１
／
２
を
助
成
す
る
。
但
し
行
政
等
の
助
成
に
よ

り
自
己
負
担
が
発
生
し
な
い
場
合
は
除
く
。

　
交
付
申
請
者
多
数
の
場
合
は
、
助
成
金
額
を
減
額
し

て
交
付
す
る
。

　
申
請
書
等
、
詳
し
く
は
各
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

【
交
付
額
】

掛
金
（
賦
課
金
を
除
く
）

５
，
０
０
０
円
〜
８
０
，
０
０
０
円
未
満…

被
覆
物
の

購
入
費
用
の
15
％

８
０
，
０
０
０
円
以
上…

被
覆
物
の
購
入
費
用
の
20
％

１
．
交
付
額
の
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

２
．
１
棟
ご
と
に
１
㎡
あ
た
り
２
７
０
円
が
交
付
上
限

３
．
交
付
額
が
掛
金
を
超
え
る
場
合
は
農
家
負
担
掛
金

ま
で
が
交
付
上
限

４
．
共
済
金
、
加
入
維
持
対
策
費
の
支
払
い
を
受
け
て

被
覆
物
を
張
り
替
え
た
棟
は
対
象
外

５
．
対
象
は
令
和
２
年
度
に
購
入
し
、
張
り
替
え
を
行
っ

た
被
覆
物
の
み
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各種共済のおしらせサポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

令和２年産
大豆・そば の加入申込が始まります

　近年多発する異常災害や、イノシシ等の食害により、特に影響を受けやすいのが大豆とそばの栽培です。
被害の発生に備えて、是非とも畑作物共済にご加入いただき、経営の安定にお役立てください。

種　類 加入要件 申込期間

大　豆
・類区分ごとに５ａ以上栽培する農家です
　〖類区分〗
　1 類：白大豆 等／ 2 類：丹波黒／ 3 類：その他黒大豆

６月１日～７月 10 日

そ　ば ・秋そばを５ａ以上栽培する農家です ７月 10 日～８月 10 日

種類 加入方式 ・ 補償割合 補償内容

大　豆

全相殺方式 7 ～ 9 割 　農家ごとの基準収穫量の合計に対し、補償割合に応じて 1 割～
3割を超える減収があった場合に対象となります。

半相殺方式 6 ～ 8 割 　農家ごとの基準収穫量の合計に対し、補償割合に応じて 2 割～
4割を超える減収があった場合に対象となります。

一筆方式 7 割 　圃場ごとの基準収穫量に対し、補償割合に応じて 3 割を超える
減収があった場合に対象となります。

地域インデックス
方式 7 ～ 9 割

　農家ごとの基準単収量に対し（過去 5 か年の市町村別地域統計
単収の中庸 3 か年の平均に基づいて設定）当年の統計単収が 1 割
～ 3割を超える減収があった場合に対象となります。

そ　ば
全相殺方式 6 ～ 8 割 　農家ごとの基準収穫量の合計に対し、補償割合に応じて 2 割～

4割を超える減収があった場合に支払対象となります。
地域インデックス
方式 7 ～ 9 割 　引受年産の地域統計データの単収が、当該地域の基準統計単収

の 1 割～ 3割を超える減収があった場合に支払対象となります。

種類 第1位 第2位 第3位 第4位 第5位 第6位 第7位 第8位 第9位 第10位

大豆

黒大豆以外の
大豆

直接支払交
付金申請者 318円 286円 254円 223円 191円 160円 144円 128円 112円 96円

上記以外の
農業者 160円 144円 128円 112円 96円

※ 認定農業者、集落営農、認定新規就
農者に限っては、直接支払交付金の
申請を行うことができます

種子用 390円 351円 312円 273円 234円
丹波黒 492円 443円 394円 344円 295円
その他黒大豆 375円 338円 300円 263円 225円

そば 秋そば

直接支払交
付金申請者 559円 503円 447円 391円 335円 267円 240円 214円 187円 160円

上記以外の
農業者 267円 240円 214円 187円 160円

ご加入要件と申込期間

加 入 方 式

選択できる 1㎏当たりの補償金額一覧表

※ 全相殺方式への加入は、おおむね全量をＪＡ等へ出荷しており、過去
５ヵ年の出荷データが得られることが条件となります。
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各種共済のおしらせサポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

基本コース 共済掛金等
9,780円

補償額
68万円

撤去費用補償をプラス 共済掛金等
127円

補償額
７万円

復旧費用補償をプラス 共済掛金等
1,375円

補償額
19万円

＋

＋

基本コース
＋
特約

共済掛金等
11,282円

補償額
94万円

掛金等の目安

加入しやすい掛金及び賦課金割引をご用意

※築5年経過のパイプハウス（面積300㎡、パイプ径31.8㎜、被覆材農PO材0.1㎜）通年被覆で1年間加入
　資産価値85万円(NOSAI単価を使用)、付保割合80％、標準の掛金率に割引を使用した場合

※１割引適用には、生産部会等と農業共済組合が園芸施設共済の一斉加入受付の実施及び園芸施設共済の補強・保守管理
に取り組むことについて協定を締結し、生産部会等構成員の園芸施設共済の加入割合が当該一斉加入受付前より増加
するとともに、当該構成員の加入割合が８割を超える必要があります。

※２割引適用には、生産部会等と農業共済組合が園芸施設共済の一斉加入受付の実施及び園芸施設共済の補強・保守管理
に取り組むことについて協定を締結する必要があります。

1 太いパイプ (31.8ｍｍ以上 )ハウスの掛金割引

2 生産部会等の一斉加入で掛金割引

3 生産部会等の一斉加入人数により賦課金割引

掛金 ％割引15
掛金（※１参照） ％割引5

賦課金
10人以上の場合

（※２参照） ％割引20

賦課金
5人以上10人未満の場合

％割引10

台風や洪水、強風や獣害
などの自然災害のほか、
火災などへも幅広い補償

ポイント
1

掛金の半分は国が負担

 （復旧費用掛金のみ全額農家負担）

ポイント
2

農業者の選択により、附
帯施設や内作物、撤去費
用や復旧費用を補償

ポイント
3

園芸施設への補償　３つのポイント！
園芸施設共済
台風シーズンへ向けての備えを

農業用ハウスを手厚く補償
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参
　
　
事

総
務
部

部
　
　
長

総
務
課 

課
　
　
長 

　

係
　
　
長
　

主
　
　
任

主
　
　
事

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長
　

主
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令和２年度職員紹介
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用
者
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懸
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頑
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す
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東部支所
手嶋 豊

東部支所
長本 朋子

中部支所
西村 尚樹

中部支所
森 祐樹

西部支所
向井 陽美

西部支所
田中 拓実

家畜診療所本所
安藤 湧希

家畜診療所西部支所
石田 大武

建物総合共済に
加入をしませんか？

自然災害や地震は、
火災共済では補償の対象には

なりません。

近年、地震に加え、集中豪雨や、台風などによる風水害の被害が全国各地で増えています。
また、鳥取県では積雪による雪害も心配されます。
現在の加入内容をご確認いただき、ＮＯＳＡＩの総合共済の加入をご検討ください。

火災等の事故 自然災害 地　　震

火　災 落　雷

外部または
内部からの
衝突・落下
（自然災害を除く）

盗難による
き損・汚損

（盗難品は対象外）

台風
（風水害）
・雪害

土砂崩れ 地　震 津　波

総合共済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

火災共済 ○ ○ ○ ○ 台風（風水害）・雪害・地震等の事故は、
火災共済の補償に含まれません。

対象となる
主な事故

共済の種類

補償充実

安い掛金

加入内容の見直し等はお気軽に最寄りの支所へお願いします。

※ ※

※地震の場合は、共済金額の 50％が限度となります。

■ 建物共済（火災・総合）の掛金早見表（1年分）

《小損害実損てん補特約》
損害額が 30万円以下の小損害について、実際の損害額全額を補償します。
掛金は、建物の種類や用途、共済金額（１棟当たり 1,000 万円以上）等に
かかわらず１棟当たり年間固定掛金

火災共済
総合共済

930円
2,040円

共済の種類 火災共済 総合共済

構　　造
一般造 耐火 B 耐火A 一般造 耐火 B 耐火A
木造・
防火造等

土蔵・
鉄骨造等 鉄筋造等 木造・

防火造等
土蔵・
鉄骨造等 鉄筋造等

共
済
金
額

100 万円 800 460 250 2,360 2,080 1,920
500 万円 4,000 2,300 1,250 11,800 10,400 9,600
1,000 万円 8,000 4,600 2,500 23,600 20,800 19,200
2,000 万円 16,000 9,200 5,000 47,200 41,600 38,400
4,000 万円 32,000 18,400 10,000 94,400 83,200 76,800

10



参
　
　
事

総
務
部

部
　
　
長

総
務
課 

課
　
　
長 

　

係
　
　
長
　

主
　
　
任

主
　
　
事

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長
　

主
　
　
任

嘱
　
　
託

事
業
部

部
　
　
長

事
業
一
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長
　

係
　
　
長
　

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

係
　
　
長

主
　
　
任

監
査
室

室
長
（
兼
）

課
長
補
佐（
兼
）

嘱
託
（
兼
）

宮
　本
　雅
　則

田
　嶋
　義
　人

谷
　口
　賢
　司

谷
　口
　
　
　惇

青
　戸
　裕
　二

六
　井
　
　
　彩

中
　本
　浩
　二

乾
　
　
　正
　明

堀
　尾
　宏
　司

西
　田
　顕
　一

小
　西
　陽
　平

宇
田
川
　明
　寛

米
　林
　真
　紀

本
　池
　
　
　令

森
　田
　博
　文

 

谷
　尻
　英
　信

尾
　崎
　正
二
郎

小
　椋
　雅
　和

小
　林
　敬
　之

中
　尾
　里
　穂

天
　津
　康
　彦

鎌
　谷
　正
　彦

田
　中
　久
美
子

谷
　本
　裕
　剛

前
　田
　翔
　太

南
　口
　翔
　太

中
　本
　浩
　二

小
　西
　陽
　平

本
　池
　
　
　令

●
本
　所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
任

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課 

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

嘱
　
　
託

山
　下
　
　
　武

絹
　見
　孝
一
郎

北
　邨
　裕
　之

福
　山
　耕
　平

石
　谷
　昌
　平

大
　江
　直
　弘

小
　谷
　敏
　彦

平
　尾
　哲
　子

中
　江
　綾
　香

平
　井
　亮
　輔

森
　本
　
　
　司

長
　本
　朋
　子

山
　本
　勘
次
郎

中
　村
　哲
　彦

有
　福
　和
　晃

荒
　木
　
　
　望

藤
　原
　達
　矢

長
　戸
　孝
　允

手
　嶋
　
　
　豊

田
　中
　俊
　光

●
東
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

係
　
　
長

係
　
　
長

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係
　
　
長

主
　
　
任
　
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事
　
　

主
　
　
事

衹
　園
　美
　穂

松
　本
　一
　宏

松
　岡
　久
　朗

根
　鈴
　健
　之

井
　上
　
　
　誠

金
　田
　
　
　準

生
　原
　由
　紀

中
　本
　一
　也

樋
　口
　雅
　人

中
　本
　景
　介

西
　村
　尚
　樹

柴
　田
　学
　彦

中
　嶋
　宏
　司

新
　
　
　直
　幸

前
　田
　裕
　太

井
　﨑
　
　
　彰

田
　中
　
　
　遼

杉
　信
　洸
　生

川
　戸
　悟
　史

森
　
　
　祐
　樹

●
中
部
支
所

支 

所 

長

収
入
保
険
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
任

主
　
　
事

事
業
一
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

主
　
　
事

嘱
　
　
託

事
業
二
課

課
　
　
長

課
長
補
佐

主
　
　
任

主
　
　
事

主
　
　
事

主
　
　
事

主
　
　
事

野
　口
　晴
　文

池
　本
　
　
　潤

中
　川
　新
　朗

高
　見
　真
由
美

田
　中
　咲
　月

豊
　嶋
　幸
　男

吉
　村
　一
　郎

森
　田
　英
　二

齋
　木
　政
　宏

伊
　藤
　裕
　貴

青
　木
　理
　恵

向
　井
　陽
　美

新
　田
　
　
　学

石
　脇
　知
　克

大
　塚
　俊
　也

小
　竹
　紋
　子

安
　藤
　一
　英

北
　峯
　裕
　太

近
　藤
　和
　希

田
　中
　拓
　実

●
西
部
支
所

本
　
　所

所
　
　
長

次
　
　
長

主
幹
（
兼
）

主
　
　
幹

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

東
部
支
所

支 

所 

長

主
　
　
幹

係
　
　
長

西
部
支
所

支 

所 

長

係
　
　
長

獣 

医 

師

獣 

医 

師

嘱
　
　
託

門
　脇
　文
　生

小
笠
原
　剛
　士

田
　中
　久
美
子

田
　中
　比
奈
子

郡
　司
　庸
　介

小
　西
　奈
菜
子

岸
　田
　尚
　子

安
　藤
　湧
　希

砂
　田
　嘉
　秋

河
　野
　信
　嗣

福
　澤
　大
　輔

原
　田
　麻
希
子

早
　志
　敬
　治

増
　田
　美
沙
子

鈴
　木
　将
　右

石
　田
　大
　武

村
　上
　千
　里

●
家
畜
診
療
所

令和２年度職員紹介

（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

収
入
保
険
課…

　収
入
保
険
、
庶
務
、

　広
報
、
シ
ス
テ
ム

事
業
一
課…

　農
作
物
、
畑
作
物
、

　建
物
、
農
機
具

事
業
二
課…

　家
畜
、
果
樹
、

　園
芸
施
設

各
課
の
仕
事
内
容

新
規
採
用
者

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！

東部支所
手嶋 豊

東部支所
長本 朋子

中部支所
西村 尚樹

中部支所
森 祐樹

西部支所
向井 陽美

西部支所
田中 拓実

家畜診療所本所
安藤 湧希

家畜診療所西部支所
石田 大武

11



住　　所：〒680-0701　鳥取県八頭郡若桜町若桜 983-2
電話番号：0858-76-5760
営業時間：３月～11月　物販所　 ９ :00 ～ 18:00
　　　　　　　　　　　 食　堂　11:00 ～ 15:00
　　　　　12月～２月　物販所　 ９ :00 ～ 17:00
　　　　　　　　　　　 食　堂　11:00 ～ 15:00
定 休 日：月曜日不定休（要問合せ）
　　　　　年末年始　休業日　1/1-1/2

　若桜町の新鮮野菜、米、加工品、地酒、陶芸品、民芸品などを販売し休
日は県内外の多くのお客様で賑わいます。食堂は庶民の味、鯖天うどん
をはじめ、鹿肉やえごまを使ったラーメンや地元産の豚肉を使った丼
ものが好評です。
　物販店では、棚田米や吉川豚を使った手作りウインナーやとれたて
野菜、お土産品などが販売されています。特
に好評なのが、鹿やイノシシ肉のジビエ製
品で、近年その良さが浸透し若い人も買い
求めて行かれます。えごま油も好評発売中。
　道の駅若桜桜ん坊は、鉄道ファンに人気の
若桜駅に隣接し近くには城下町の名残を残
す白壁の土蔵群があり、ここを拠点にちょっ
とした散策や観光に最適な道の駅です。

●商品特長
　らっきょう＝付け合わせというイメージ
になりがちですがいろいろな形で食卓を彩
る商品として開発しました。福部町産らっ
きょうと地元・鳥取県産をはじめとする厳
選した国産材料や調味料を結び合わせた商品です。合成着色料、保
存料は使用しておりません。
●購入できるところ
　①主要お土産品販売店、道の駅、JA直売所など
　②弊社HPオンラインショップ（https://takarafukuichi.jp/）
　③その他販売店につきましてはお問合せください。（0858-28-2321）
●じゃことらっきょうの生ラー油　
　フードアクション・ニッポンアワード2018受賞産品
　スライスしたらっきょうと瀬戸内産のちりめんじゃこを豆板醬、コチュ
ジャンで味付けした生ラー油です。炊きたてごはんにのせれば格別です。
お酒のおつまみやお料理の調味料にも。
●くだき梅らっきょう
　細かくくだいたらっきょうを紀州産梅干しペーストと混ぜあわせた新食
感と味をお楽しみいただけます。ドレッシングやタルタルソースに混ぜて
味のアクセントに。酢の物にもよく合います。

道の駅 若桜 桜ん坊

・じゃことらっきょうの生ラー油
・くだき梅らっきょう
（「福ノ誉」宝福一有限会社）

商品 PR：長田社員

「
道
の
駅
」探
訪

　
鳥
取
県
に
点
在
す
る
道

の
駅
は
場
所
に
よ
っ
て
魅

力
が
様
々
で
す
。お
近
く

へ
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「
食
の
み
や
こ
鳥
取
県
」

特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

　「
食
の
み
や
こ
鳥
取
県
」特
産
品

コ
ン
ク
ー
ル
で「
福
ノ
誉
」２
種
が

受
賞
致
し
ま
し
た
。地
元・鳥
取

県
の
食
材
の
良
さ
を
生
か
し
た
商

品
を
通
じ
て
、お
客
様
に
笑
顔
を

お
届
け
で
き
る
商
品
づ
く
り
を
こ

れ
か
ら
も
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

～地域の魅力発見～
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Happy Voice★●
い
つ
も
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

（
大
山
町
　
37
歳
　
男
性
）

　
今
回
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
路
上
走
行
す
る

際
、大
型
特
殊
免
許
等
必
要
と
な
る
情
報
に

つ
い
て
特
に
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
で
す
。

●
頭
の
体
操
に
な
る
の
で
い
ろ
い
ろ
ク
イ
ズ
す

る
の
が
好
き
。「
我
が
家
の
味
」を
見
て
作
っ
て

み
た
い
。楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
北
栄
町
　
75
歳
　
女
性
）

　
製
作
者
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
作
る

際
は
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

「
我
が
家
の
味
」を
紹
介
す
る
際
は
見
た
目
に

も
本
当
に
お
い
し
そ
う
な
も
の
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
ヤ
ギ
を
飼
っ
て
い
る
方
の
表
紙
よ
か
っ
た
で
す
。

（
米
子
市
　
32
歳
　
女
性
）

　
ヤ
ギ
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と

思
わ
ず
車
を
止
め
て
見
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

●
表
紙
の
笑
顔
を
拝
見
し
、子
供
の
頃
家
で
飼

っ
て
い
た
り
し
ま
し
た
。今
こ
の
よ
う
な
光
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。大
変
な
つ
か
し

く
思
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
琴
浦
町
　
71
歳
　
女
性
）

　
郊
外
で
は
家
の
周
り
の
除
草
に
ヤ
ギ
を
飼

わ
れ
て
い
る
方
も
少
な
か
ら
ず
居
ら
れ
ま

す
。ヤ
ギ
が
家
に
居
る
風
景
も
も
し
か
し
た

ら
増
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
今
年
は
１
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

予
防
対
策
な
ど
の
話
題
で
日
常
生
活
が
少
し
ず

つ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。目
に
見
え
な
い
ウ
イ

ル
ス
も
怖
い
で
す
が
、自
然
災
害
も
あ
る
日
予

告
な
し
に
起
こ
り
ま
す
の
で
、出
来
る
備
え
は

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

（
八
頭
町
　
71
歳
　
男
性
）

　
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
。あ
る
日
突
然

起
こ
る
災
害
の
為
に
我
々
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

一
同
保
険
業
務
の
推
進
に
努
め
て
い
こ
う
と

改
め
て
思
う
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。

　
農
業
共
済
新
聞
は
農
業

に
関
す
る
情
報
、
生
活
に

役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
年
間
５
，５
２
０

円
、
ぜ
ひ
購
読
を
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の

購
読
を

詳細についてはお近くのNOSAI
へ

お問い合わせください。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便

性
の
向
上
と
現
金
納
入
の
取

り
扱
い
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入

に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の
利

用
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
掛
金
等
を
現
金
で

納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口

座
振
替
で
の
お
支
払
い
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

掛
金
は
自
動
振
替
で
！

　
家
具
類
（
テ
レ
ビ
な
ど
）

の
落
雷
事
故
、
農
機
具
の
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ

に
最
寄
り
の
支
所
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
に
よ
り
修
理
に
出
さ

れ
た
場
合
は
、
必
要
書
類
の

早
期
作
成
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉
落
雷
証
明
書 

な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉
請
求
書
（
修

理
明
細
が
わ
か
る
も
の
）

早
期
支
払
い
の
た
め
に

ハ
ッ
ピ
ー

ボ
イ
ス

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
回
答
と
一
緒
に

寄
せ
ら
れ
た
、
ご
意
見
・
感
想
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

掲示板

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

令
和
２
年
３
月
31
日
付
け
で
７
名

の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

本
　所

　中
　井
　一
　郎

東
部
支
所

　小
　林
　正
　樹

　中
　林
　興
　輔

　西
　村
　誠
　司

中
部
支
所

　井
　川
　敦
　雄

東
部
家
畜
診
療
所

　砂
　田
　嘉
　秋
（
再
雇
用
）

西
部
家
畜
診
療
所

　長
谷
川
　な
ぎ
さ

13



未
来
へ

け
た
ば
は

す
ま
し
介
紹
を
手
い
担
の
来
未

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーですまちかどスマイル

地
元
の
人
た
ち
が
強
い
味
方

　日南町役場の農林課で働いていま
す。以前は銀行に勤めていたのです
が、その頃から地元の為になる仕事を
したいという思いが強く、昨年思い切
って転職しました。
　私には農業経験やノウハウも無かっ
たのですが、農家さんのお手伝いが円
滑に出来るように日々理解を深めるべ
く勉強しています。難しく感じるよう
な事柄も多いですが、地元の方々から
温かな言葉を掛けていただけることが
励みになっています。

みよし ち はる

三好　千春さん（36）日野町

地域の皆様のお役に立てるよう
頑張ります！

　
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
元
々
祖
父
母
が
農
業
を
し

て
い
た
の
を
見
て
興
味
が
あ
っ

た
た
め
就
農
し
、
今
年
で
７
年

目
に
な
り
ま
す
。
県
内
と
県
外

で
２
年
間
研
修
を
受
け
現
在
は

３
年
前
に
新
設
し
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ

ト
、
小
松
菜
を
合
わ
せ
て
13
ａ

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
繁
忙
期
に
は
母
親
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
１
人
で
追
肥
や
日
々
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
変
で
す

が
、
地
元
の
市
場
や
直
売
所
に

出
荷
し
地
域
の
食
に
携
わ
れ
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
農
業
を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
新
規
就
農
者
の
方
や

近
所
の
農
家
さ
ん
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
収
量
を
伸
ば
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

いしだ　 あつひろ

石田 敦裕さん（36）

鳥取県鳥取市

14



編
集
後
記

プレゼント応募券
2020年 初夏号

〈キリトリ〉

EA B C D

①

⑬

①

①

アルファベットを順に並べて完成した言葉が答えです。

クロスワードパズル

タテのかぎ

②家に帰るとここが一番落ち着きます。
③赤ちゃんを運んでくるといわれる鳥。天然記念物です。
④GHQの最高司令官。50万通近くのファンレターをも
　らったことでも有名。
⑧専門店が減りつつあります。お酒を売る店。 
⑨学生はこれを払わないと授業が受けられません。
⑩環境にいい取り組み。
⑪難しい漢字などに振られる漢字の読み方。

①山で「おーい」と叫んだら「おーい」と返してきます。 
⑤大きな会議の場にはたいていこの場所があります。
⑥突然変異で色素の生産が欠失した生物。
⑦人と人。物と物を交換すること。
⑧暑がりの反対は？
⑩応援や声援を送る際一般的に何を送るという。
⑫薬物をしまっておく場所。

ヨコのかぎ

表
紙
の
笑
顔

⑮

地産地消の賞品をプレゼント！！あたまの体操してみよう！

C

　納
豆
は
タ
レ
を
入
れ
ず
に
混

ぜ
た
ほ
う
が
き
め
が
細
か
く
な

る
そ
う
で
す
。さ
ら
に
混
ぜ
る
回

数
が
多
い
ほ
ど
ア
ミ
ノ
酸（
旨

味
？
）も
増
え
る
と
の
こ
と
。血

液
サ
ラ
サ
ラ
食
材
で
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

①  ⑥  ⑧  ⑫

②     

    ⑨

③ ⑤  ⑦    

     ⑩

④    

     ⑪

【答え】

〈応募ハガキ 記入例〉

※景品は写真と若干異なります。

①クイズの答え
②郵便番号　③住　所
④氏　名　　⑤年　齢　⑥性　別
⑦電話番号
⑧組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にあるプレゼント
応募券を貼ってください

正解者の中から抽選で、倉吉市西倉
吉町「宝福一有限会社」のらっきょう
商品の詰め合わせを10名様にプレゼ
ント。
たくさんのご応募をお待ちしており
ます。

応募方法

令和2年8月31日(月)当日消印有効応募締切
〒689-2202 東伯郡北栄町東園271番地
鳥取県農業共済組合本所広報係応募宛先

プレゼント 25号（春号）
クロスワードの答え

「イタリアンレストランペペネーロイタリア館」
鹿肉のブラッサートと鹿肉のポルペッティの缶詰セット

当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご了承ください。
　氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お待ちしております。

①

B

A

D

E

F

①  ②  ③ ④ ⑤

⑥     ⑦   

    ⑧ 

 ⑨  ⑩

⑪  ⑫    ⑬

⑭ ⑮   ⑯

⑰   ⑱

山
下

　毅 

さ
ん
　（49
歳
）

や
ま

し
た

た
け
し

ぎ
ん
じ
フ
ァ
ミ
リ
ー

D

かふんしょう

　お
父
さ
ん
ポ
ニ
ー
の
ぎ
ん
じ

は
、
農
場
に
き
て
20
年
以
上
に
な

り
ま
す
。
ぎ
ん
じ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

事
務
所
の
す
ぐ
近
く
で
飼
っ
て
い

る
の
で
訪
問
さ
れ
る
方
に
見
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

B

A

あ 　 し 　 す ま ほ
ぐ ん よ う 　 つ ん
ら 　 う 　 む し や
　 あ わ じ し ま
あ 　 の り め 　 ふ
ふ か ひ 　 が う で
ろ く 　 ひ ね 　 ば

C

E

㈲
と
う
は
く
畜
産
　社
長

未
来
へ

け
た
ば
は

す
ま
し
介
紹
を
手
い
担
の
来
未

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーですまちかどスマイル

地
元
の
人
た
ち
が
強
い
味
方

　日南町役場の農林課で働いていま
す。以前は銀行に勤めていたのです
が、その頃から地元の為になる仕事を
したいという思いが強く、昨年思い切
って転職しました。
　私には農業経験やノウハウも無かっ
たのですが、農家さんのお手伝いが円
滑に出来るように日々理解を深めるべ
く勉強しています。難しく感じるよう
な事柄も多いですが、地元の方々から
温かな言葉を掛けていただけることが
励みになっています。

みよし ち はる

三好　千春さん（36）日野町

地域の皆様のお役に立てるよう
頑張ります！

　
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
元
々
祖
父
母
が
農
業
を
し

て
い
た
の
を
見
て
興
味
が
あ
っ

た
た
め
就
農
し
、
今
年
で
７
年

目
に
な
り
ま
す
。
県
内
と
県
外

で
２
年
間
研
修
を
受
け
現
在
は

３
年
前
に
新
設
し
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ

ト
、
小
松
菜
を
合
わ
せ
て
13
ａ

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
繁
忙
期
に
は
母
親
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
１
人
で
追
肥
や
日
々
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
変
で
す

が
、
地
元
の
市
場
や
直
売
所
に

出
荷
し
地
域
の
食
に
携
わ
れ
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
農
業
を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
新
規
就
農
者
の
方
や

近
所
の
農
家
さ
ん
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
収
量
を
伸
ば
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

いしだ　 あつひろ

石田 敦裕さん（36）

鳥取県鳥取市
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① ご飯を炊く。
② 梅干しは種をとって包丁でたたく。大葉は千切り。
③ じゃこをさっと炒め水分を飛ばす。
④ ご飯に②と③を加えて混ぜ合わせる。かつお節を散らす。

梅じゃこごはん

調理方法

長芋の肉巻き

米………………300g
じゃこ…………20g
梅干し…………30g

材
料（
１
人
前
）

調理方法
① 鍋に水・コンソメ・塩を入れ火にかける。
② ①にもやし・モロヘイヤを加える。
③ 溶き卵を加える。
④ 塩・こしょうで味を調える。

水……………800g　　　　　　　　　　　　
コンソメ……2g
塩……………2.5g
もやし………80g

モロヘイヤ………100g
鶏卵………………50g
こしょう…………少々

材
料（
１
人
前
）

モロヘイヤのスープ

① 長芋は1㎝角程度のスティック状に切る。
② 肉を広げてこしょうを振り、長芋を斜めに巻いていく。
③ ②に片栗粉を薄くまぶし、ごま油を熱したフライパンで焼く。
　 付け合わせのオクラも一緒に焼く。
④ 調味料Aを加え、全体に絡めるように焼く。

調理方法

豚肉薄切り………160g
長芋………………240g
こしょう…………少々
片栗粉……………18g
ごま油……………10g

濃口しょうゆ……12g
砂糖………………3g
みりん……………12g
酒…………………10g
オクラ……………80g

材
料（
１
人
前
）

提供：公益社団法人鳥取県栄養士会

季節のおすすめ料理コーナー

A

公益社団法人鳥取県栄養士会は保健、医療、福祉及び教育の分野において食と健康の専門職として県民の公
衆衛生の向上及び健康の増進に寄与することを目的として「食の力で伸ばそう健康寿命」を掲げて日々活動
しています。 公益社団法人 鳥取県栄養士会 会長　福田　節子

大葉……………6g
かつお節………３g

●エネルギー：280kcal  たんぱく質6.4 g  食塩相当量1.9g

●エネルギー：199kcal  たんぱく質8.8 g  食塩相当量0.5g

●エネルギー：33kcal  たんぱく質3.2 g   食塩相当量0.9g

鳥取県農業共済組合
〒689-2202 鳥取県東伯郡北栄町東園271番地

ＦＡＸ. 0858-37-4121      nosai31@tottori-nosai.jp
0120-031559　ＴＥＬ. 0858-37-5631
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■東部支所
0120-031870　

☎0857-37-3301
■中部支所

0120-031180　
☎0858-37-5252
■西部支所

0120-031492　
☎0859-22-1001

各
支
所
の
連
絡
先

この用紙のインクは再生紙処
理をしやすく環境にやさしい大
豆油インキを使用しています


